
新馬戦プレイバック（９月18日・11Ｒ）

第14回　兼六園ジュニアカップ

　★１着⑦ホウライジェントルはパドックでは気合い

を見せず大人しい周回。しかし馬場に出ると一変。

ややダッシュは欠いたが、１角手前で先手取ってか

らは流れを支配した。終始１～２馬身のリードを保

ち、直線でも詰め寄る③ルードに影を踏ませなかっ

た。　　★２着③ルードは中４日の強行軍。しかも初

めての輸送。しかも笠松から３時間。かなり疲労は

あっただろうが、馬体減りもなく好調そうな馬体だっ

た。ゲート入りもスムーズで３番手の内々。３角から

ラチ沿いを押し上げ逃げる⑦ホウライを追った。

★３着②エムザックゴールドは夏場の気配から一歩

前進。じっくり中位の内に構えてひと脚に賭ける。３

角から内をジワジワ進出。そのままラチ沿いを伸び

たが、勝ち馬とは４馬身差。現状では仕方ないか？

レース振りには進展見せた。　　★４着⑤フレアリン

グメテオはスタートからエンジンの掛りが悪く、２角

回ってからは追っ付け通し。最後まえトップギアには

いらなかった。原因不明？　　★５着④オグリシチヘ

ンゲは２番手。そのまま折り合って４角まで辛抱した

が、前走同様に詰めの甘さがあった。

　観戦記…必ずしも一線級が集まった訳で

はなかった兼六園ＪＣ。しかも重賞にしては７

頭と寂しい。それも認定戦の規定が変わり

選択枝が広がったから…。来年はどうなる？
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